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論文要旨： 
慢性中耳炎は乳突蜂巣の換気が抑制され、中耳腔の体積が小さくなることが報告されている。一方、こ
れまでに慢性中耳炎と上鼓室の体積の関係、および上鼓室の体積と鼓室峡の関係を調べた研究はない。
本研究ではヒト側頭骨病理標本を用い、上鼓室に病理所見のある小児慢性中耳炎例とコントロール例に
おける上鼓室の骨体積、鼓室峡の面積を比較検討した。また、各症例の上鼓室の骨体積と、その換気経
路である鼓室峡の面積の関連について検討した。具体的には上鼓室を 5 区画に分割して三次元モデルを
構築し、各部分の体積を計測して 2 群間で比較した。 
その結果、どの区画においても 2 群間で上鼓室骨体積に有意差を認めなかった。鼓室峡については、骨
部面積は 2 群間で有意差はなかったが、含気面積は中耳炎群で有意に小さかった。両群ともに鼓室峡の
含気面積と上鼓室骨体積の間に相関は認めなかったが、鼓室峡の骨部面積と上鼓室骨体積の関連につい
ては、中耳炎群においてのみ負の相関を認めた。 
以上の検討結果から、慢性中耳炎は先天的な鼓室峡の狭窄に原因があるのではなく、軟部組織や滲出物
による鼓室峡の閉塞や狭窄が上鼓室における慢性炎症に関連することが考えられた。 
 
審査過程： 
・検討に使用された組織標本の背景(サンプリング、人種差、治療の介入の影響等)について適切な回答
が得られた。 
・統計学的解析方法に関して適切な回答が得られた。 
・下鼻洞における炎症性疾患等の影響と今回の研究テーマの関係について回答が得られた。 
・同様の研究における生体の画像を用いた解析の可能性と限界について回答が得られた。 
 
価値判定： 
慢性中耳炎と上鼓室、および上鼓室と鼓室狭の解剖学的関係を、ヒト側頭骨病理組織標本を用いて検討
した本研究の結果、慢性中耳炎の成因は先天的な鼓室狭の狭窄に由来するという古典的な学説よりも、
炎症に伴う滲出性変化等が鼓室狭の狭窄や閉塞をもたらしている可能性が示された。慢性中耳炎の病態
を理解する上で新たな知見をもたらし、学位論文としての価値を認める。 
 
 
